
令和３年度 名張市教育センター 家庭教育連続講座 （４） 

本講座では、５回の講座ごとに、講師の津家庭教育研究会 山下裕子さん・松原利子さんのテーマ

に沿ったお話の後、意見交流もしました。日頃から悩んでいることを出し合う中で、子育ての考え方

や対応についてたくさんのヒントをいただきました。 

５回の講座の学びとして、受講者の皆さんの振り返り（感想）を伝言板にまとめました。 

 

     アンケ－トから《学びの伝言板④》  

                       

・「怒りたい気持ちを我慢する親を見て子どもも我慢する」が響きました。

今の私ができていなくて、子どももできないと感じる事なので。 

・子どもの日常生活の決まりを親子で話し合い「ルールづくり」をすると

いうのが、つい親目線でしてしまうので、結果押さえつけになってしまうと

気付きました。 

・「乳児期 手をかける」「幼児期目をかける」「思春期心をかける」 

・家庭は反抗期の子の栄養補給基地である。甘えられる親だから出せる。安らぎの場であるから

出せる。反抗は成長の現象である。日々自分も含めて大事に過ごしたいです。 

・私自身も子どものことを信じて待つ力を育てたいと思いました。 

・まさに、「育児」は「育自」ですね。「信じて待つ力」「忍耐」など、たくさんのことを学び子

どもに育ててもらった気がします。子どもに感謝です。 

・「子どもは、甘えられる、聞いてくれる、分かってくれる、と思うから反抗する。」という

事をお聞きして、イライラして怒ったりせずに、子どもの心の声に耳を澄ませる事の大切さ

を痛感しました。 良かれと思って指示を出してし

まう癖があるので、もっと子どもを信じて、待っ

たり任せたりしてみようと思いました。 

・子育てを通して親自身が成長させてもらっている 

と感じることがよくあります。 

あなたらしく ありのままでいいよ！ 

～共に学ぶ楽しい子育て～ 

 

第４回家庭教育講座           令和３年 １０月１９日（火）実施 

 

困らせる子どもは 困っている子どもです 


